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プログラムの趣旨

各府省のSDGsへの取組は、個別の施策・事業の主目的と重なる
項目が中心（例：環境省→目標13 気候変動に具体的な対策を）

SDGsの単一目標にのみ着目するのではなく、他の項目との相乗効果の
最大化を目指して施策・事業を実施することが重要

各府省のSDGsへの取組は、個別の施策・事業の主目的と重なる
項目が中心（例：環境省→目標13 気候変動に具体的な対策を）

SDGsの単一目標にのみ着目するのではなく、他の項目との相乗効果の
最大化を目指して施策・事業を実施することが重要

そこで、施策・事業の主目的のSDGs項目と、副次的効果が期待される
複数のSDGs項目について目標を設定して実施し、その成果を把握・点
検して次年度の施策・事業に反映するPDCAサイクルの仕組みを構築す
ることで、SDGsへの取組をより効果的なものとしていくことを目指す

そこで、施策・事業の主目的のSDGs項目と、副次的効果が期待される
複数のSDGs項目について目標を設定して実施し、その成果を把握・点
検して次年度の施策・事業に反映するPDCAサイクルの仕組みを構築す
ることで、SDGsへの取組をより効果的なものとしていくことを目指す

環境省では、令和２年度から他府省に先駆けて

①SDGs推進のためのPDCAサイクルの構築

②主要施策のSDGsアイコン表示

を試行的に実施。環境省の試行事業を通じて確立した知見を他府省に展開するとと
もに、国内外へ発信
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①SDGs推進のためのPDCAサイクルの構築
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もに、国内外へ発信
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現状：１事業１ゴール

単独のゴールに着目した企画・立案

今後：１事業マルチゴール

⇒相乗効果の最大化へ

B事業

A事業

X事業

期待される効果：マルチゴールに着目し政策の相乗効果を発揮

• 多様なSDGsへの配慮が事業のPDCAに組込まれることで、社会的な付加価値の検討が
習慣化され、SDGsに対してより大きく貢献できる施策の企画・立案が促進され、ひいては政
府の施策全体へのSDGsの組込みに貢献する。

• 本取組を国内外に発信し、自治体や他国政府等と協力することで、国連SDGs 2030ア
ジェンダに貢献できる。
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① SDGs推進のためのPDCAサイクルの構築

①17のSDGs
に応じた事
前目標の設
定

②事前目標
を考慮した
事業の実施

③事後の実
績把握と自
己点検

④①次年度
目標の（再）
設定

②事前目標
を考慮した事
業の実施

中央環境審議会総合政策部会等において、定期的に本取
組の実施状況を報告

R2年度4月
R2年度～

R3年4月頃

R3年3～5月頃

R3年度～

・令和2年度予算事業を対象として、事業実施にあたり、SDGｓの観点から、目標設定、
実績把握・自己点検を行うPDCAサイクルを試行的に導入し、知見を蓄積

結果を反映
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① SDGs推進のためのPDCAサイクルの構築

予算事業名

環境で地方を元気にする地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

地域脱炭素投資促進ファンド事業

地域の自立・分散型エネルギーシステムの構築支援事業

気候変動影響評価･適応推進事業

クールシティ推進事業

海洋ごみに係る削減方策総合検討事業費・海洋プラスチックごみ総合対策費

生物多様性保全推進支援事業

希少種保護推進費

我が国循環産業の戦略的国際展開による海外でのCO2削減支援事業

食品ロス削減及び食品廃棄物等の3R推進事業費

熱中症対策推進事業

水銀に関する水俣条約実施推進事業

＜令和2年度 対象事業＞
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① SDGs推進のためのPDCAサイクルの構築 対象事業例１
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① SDGs推進のためのPDCAサイクルの構築 対象事業例２



8

② 主要施策のSDGsアイコン表示

令和〇年度予算におけ
る主な事業リスト

１．気候変動対策

A事業 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

B事業 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

------------

２．東日本大震災か
らの復興・再生
C事業 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

D事業 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

-----------

３．循環型社会の形
成・資源循環イノベー
ション-------

E事業 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

------------

令和3年度の予算要求において、要求段階から主要事業の主目的と副次的効果を整理し、
政策担当者のSDGs各項目への意識を高めるとともに、PDCAサイクルの構築につなげる


